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2022.４月号

　２月から３月にかけて開かれた『令和４年第１回市議会定例会』。令
和４年度の予算案や条例改正などを審議・議決しました。
　初日となった２月16日には、小笠原春一市長が、今年のまちづくりを
どのように進めて行くかを示す『市政執行方針』を、武田博教育長が市
の進める教育のあり方を示す『教育行政執行方針』を発表しました。
　今号では、両方針の概要と、関連する事業費、令和４年度当初予算の
概要についてお知らせします。

2022.４月号

市政執行方針
※要約・抜粋しています。

◀全文は、市公式
ウェブサイトで
ご覧ください。

小笠原 春一 市長
はる　いちお わらがさ

登別市は『ゼロカーボンシティ』への
挑戦を表明しました
　市は、2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロにする『ゼロ
カーボンシティ』へ挑戦することとし、『市政執行方針』の発表
の場で、小笠原市長の口から次のとおり表明しました。

※詳しくは、市公式ウェブサイトをご覧ください。 ◀市公式
　ウェブサイト

　人口減少が進む中、市民の皆様が地域で安心して
住み続けられるようにするためには、魅力あるコン
パクトなまちの構築を進める必要があります。その
ためには、『登別市都市計画マスタープラン』『登別
市立地適正化計画』および『登別市地域公共交通計
画』などの計画に基づき、都市機能の集約や交通の
利便性の向上、にぎわい創出などが必要となります。

市役所本庁舎の高台への移転準備
　　　　　　　　　……………１億 2,886 万円
ＪＲ登別駅周辺の整備
本庁舎移転に伴う幌別地区の都市機能の充実
登別市地域公共交通計画の策定
これからの公共交通に関する検討

『第３期登別市環境基本計画』の策定
『登別市みどりの基本計画』の改訂……100 万円
良好な景観と豊かなみどりづくり
クリンクルセンターの在り方の検討

持続可能なまちづくり

　2050年カーボンニュートラルの実現には、再生可
能エネルギーの普及促進やクリーンエネルギー自動
車への転換を進めるとともに、日常生活における個
人の行動変容も重要とされています。

　近年、頻発する大規模自然災害や交通事故など
から市民の命を守るため、平時から防災・減災対
策や交通安全対策に取り組むことなどが必要とな
ります。

『登別市本庁舎建設基本計画』の改訂
消防本部新庁舎の整備………１億 7,641 万円
消防通信指令業務共同運用の方針決定
消防体制の強化
はしご付消防自動車の更新…１億 4,927 万円
総合防災訓練の実施…………………247万円
防災マップを活用した避難訓練等の実施促進
『ペダル踏み間違い急発進加速抑制装置』の
設置費用の補助………………………30万円
交通安全への意識向上・啓発活動

安全・安心なまちづくり

　デジタル・トランスフォーメーションの推進や
業務の効率化を図るとともに、公共施設の最適な
配置を目指し取り組む必要があります。

ＩＣＴを活用したワンストップ窓口の導入に
向けた検討
証明書等交付時手数料のキャッシュレス決済
　　　　　　……………………………61万円
スマートフォンやマイナンバーカードの使い方
を学ぶ講習会の開催
テレワーク環境の整備など職員の多様な働き方
の実現
基幹管路の耐震化・登別温泉浄水場の建設工事
簡易水道施設の整備
千代の台団地の建て替え……４億 6,696 万円

持続可能な行政経営環境に優しいまちづくり

重要施策１

　近年、国内各地で大規模な災害が多発しているところであります
が、地球温暖化の進行に伴い、今後、気象災害の更なる頻発化・激
甚化などが予測されております。こうした事態に、温室効果ガスの
削減が喫緊の課題となっています。
　この課題解決には、自然エネルギーの活用や省エネルギーの対策
など、市民、事業者、行政が一丸となり、環境に配慮した取り組み
が重要となります。
　地球温暖化によるリスクを低減し、持続可能なまちづくりを実現
するため、２０５０年までに本市の二酸化炭素排出量を実質ゼロに
する『ゼロカーボンシティ』への挑戦をここに表明いたします。
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消防通信指令業務共同運用の方針決定
消防体制の強化
はしご付消防自動車の更新…１億 4,927 万円
総合防災訓練の実施…………………247万円
防災マップを活用した避難訓練等の実施促進
『ペダル踏み間違い急発進加速抑制装置』の
設置費用の補助………………………30万円
交通安全への意識向上・啓発活動

安全・安心なまちづくり

　デジタル・トランスフォーメーションの推進や
業務の効率化を図るとともに、公共施設の最適な
配置を目指し取り組む必要があります。

ＩＣＴを活用したワンストップ窓口の導入に
向けた検討
証明書等交付時手数料のキャッシュレス決済
　　　　　　……………………………61万円
スマートフォンやマイナンバーカードの使い方
を学ぶ講習会の開催
テレワーク環境の整備など職員の多様な働き方
の実現
基幹管路の耐震化・登別温泉浄水場の建設工事
簡易水道施設の整備
千代の台団地の建て替え……４億 6,696 万円

持続可能な行政経営環境に優しいまちづくり

重要施策１

　近年、国内各地で大規模な災害が多発しているところであります
が、地球温暖化の進行に伴い、今後、気象災害の更なる頻発化・激
甚化などが予測されております。こうした事態に、温室効果ガスの
削減が喫緊の課題となっています。
　この課題解決には、自然エネルギーの活用や省エネルギーの対策
など、市民、事業者、行政が一丸となり、環境に配慮した取り組み
が重要となります。
　地球温暖化によるリスクを低減し、持続可能なまちづくりを実現
するため、２０５０年までに本市の二酸化炭素排出量を実質ゼロに
する『ゼロカーボンシティ』への挑戦をここに表明いたします。
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　全ての子育て家庭に対する支援や地域全体で子
どもを育てる環境づくりなどが必要であります。
そのため、『第２期登別市子ども・子育て支援事
業計画』に基づき、子どもたちが健やかに成長す
る環境整備や子育て支援サービスの提供に努めて
いきます。
新たな民設民営の認定こども園の整備に向けた
準備　　　　　　　　………………61万円
『登別市子ども見守り強化事業』……72万円
心配な児童や世帯に対し、よりきめ細かな状況
把握などの見守りを行うため、市内事業者が家
庭訪問し、食事の提供を通じた状況の把握を行
い、当該世帯の見守り体制を強化していきます。

誰もが安心して産み・
育てられる環境の充実

　市内小中学校に通う児童生徒の人数が減少し、
学校規模が小さくなることによる課題もあること
から、教育委員会は令和３年度より、子どもたち
の教育環境を確保するため、学校規模適正化に向
けた取り組みを具体的に進めており、市としても
この取り組みを後押ししていきます。

学校規模適正化に伴う幌別児童館と常盤児童館
の統合・放課後児童クラブを併設した新たな児
童館としての開設に向けた整備
スクールカウンセラーの定期的な配置

子どもたちを育む
環境の充実

　高齢者や障がい者、生活困窮者等が自立した生
活を送ることができる包括的な支援体制を構築し、
切れ目のない支援の実現に向けた取り組みを進め
ていく必要があります。

『第３期登別市地域福祉計画』の策定
国民健康保険税の引き下げ

地域共生社会の実現

新しい時代につながる、誰もが豊かに暮らせるまちづくり
重要施策 2

2022.４月号 4令和４年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要

教育行政執行方針
※要約・抜粋しています。

◀全文は、市教育委員会
ウェブサイトでご覧く
ださい。

武田 博 教育長
ひろしたけ だ

令和４年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要2022.４月号

新たな魅力あるふるさと納税返礼品の企画開発、電子感謝券　
の利用促進に向けた取り組み
サテライトオフィスの進出の促進　　　　　  　　874 万円
新型コロナウイルス感染症の影響を受けた市内経済への対応　
事業の検討

（仮称）登別市情報発信拠点施設『ヌプル』開設
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６億 1,245 万円
都市間バス『（通称）ウポポイライン』の運行支援     965 万円
観光情報の発信・道内外からの教育旅行誘致

ワーケーションを通じた移住促進　
　　　　　　　　　　  350 万円
地域おこし協力隊の活用
観光客数の回復に向けた域内の魅
力を発信
低速電動バス『グリーンスローモビ
リティ』の本格運行に向けた検討
ＪＲ登別駅のエレベーターなどの
設置についての取り組み
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。
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実

重要施策３
新しい時代に向けて、活気に満ちた魅力あるまちづくり

　新しい生活様式に沿ったワー
ケーションなどの新たな旅行スタ
イルに対応した滞在型の受入体制
を整え、基幹産業である観光業や、
商業等の振興を図ることが必要で
あります。
　また、市民と事業者と行政をつ
なぎ、活気に満ちたまちづくりの
担い手となる若者や外部人材の活
用が重要と考えております。

　（仮称）登別市情報発信拠点施設『ヌプル』について、令和
４年度中の開設を目指しているところであり、観光やアイヌ
文化等の情報発信のほか、地域交流により、にぎわい創出が
図られるよう準備を進めてまいります。

観光地としての
新たな魅力づくり

アイヌ文化の振興など

　ふるさと納税制度を用いた魅力の発信と地域産業の活性化
に努めるほか、市内における創業を促進し、市内経済の活性
化に取り組んでまいります。
　また、関係人口の創出を促進し、活力あるまちづくりを進
めるため、テレワーク等を導入する企業のサテライトオフィ
ス進出の促進に取り組んでまいります。

経済活性化、関係人口の創出

重要施策 3

新しい時代に向けて、活気に満ちた魅力あるまちづくり
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　全ての子育て家庭に対する支援や地域全体で子
どもを育てる環境づくりなどが必要であります。
そのため、『第２期登別市子ども・子育て支援事
業計画』に基づき、子どもたちが健やかに成長す
る環境整備や子育て支援サービスの提供に努めて
いきます。
新たな民設民営の認定こども園の整備に向けた
準備　　　　　　　　………………61万円
『登別市子ども見守り強化事業』……72万円
心配な児童や世帯に対し、よりきめ細かな状況
把握などの見守りを行うため、市内事業者が家
庭訪問し、食事の提供を通じた状況の把握を行
い、当該世帯の見守り体制を強化していきます。

誰もが安心して産み・
育てられる環境の充実

　市内小中学校に通う児童生徒の人数が減少し、
学校規模が小さくなることによる課題もあること
から、教育委員会は令和３年度より、子どもたち
の教育環境を確保するため、学校規模適正化に向
けた取り組みを具体的に進めており、市としても
この取り組みを後押ししていきます。

学校規模適正化に伴う幌別児童館と常盤児童館
の統合・放課後児童クラブを併設した新たな児
童館としての開設に向けた整備
スクールカウンセラーの定期的な配置

子どもたちを育む
環境の充実

　高齢者や障がい者、生活困窮者等が自立した生
活を送ることができる包括的な支援体制を構築し、
切れ目のない支援の実現に向けた取り組みを進め
ていく必要があります。

『第３期登別市地域福祉計画』の策定
国民健康保険税の引き下げ

地域共生社会の実現

新しい時代につながる、誰もが豊かに暮らせるまちづくり
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備
し
て
い
き
ま
す
。

　
登
別
市
教
育
実
践
研
究
奨
励
校
や

登
別
市
教
育
研
究
会
の
活
動
を
支
援

し
ま
す
。
授
業
力
向
上
を
目
指
し
た

研
修
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
対
面
で

の
指
導
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用

し
た
指
導
の
最
適
な
組
み
合
わ
せ
に

よ
り
『
個
別
最
適
な
学
び
』
と
『
協

働
的
な
学
び
』
の
実
現
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活

用
や
『
学
校
力
向
上
に
関
す
る
総
合

実
践
事
業
』
の
成
果
を
元
に
、
業
務

改
善
や
効
率
化
を
図
り
、
教
職
員
が

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の
さ
ら
な

る
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
学
習
上
の
課
題
を
登
別
市
教
育
課

程
課
題
検
討
委
員
会
で
共
有
し
ま
す
。

学
習
指
導
要
領
が
示
す
『
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
』
の
実
現
に
向

け
た
授
業
改
善
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
司
書
を
活
用
し
、
環
境
整
備

や
授
業
支
援
、
読
書
支
援
を
通
し
て
、

機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
外
国
語
専
科
教
員
や
外
国
語
指
導

助
手
を
効
果
的
に
活
用
し
、
児
童
生

徒
の『
聞
く
・
話
す
・
読
む
・
書
く
』

な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
英
語
力
と

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
ろ
う
と
す
る
資
質
・
能
力
を
育
み

ま
す
。生
き
た
英
語
に
触
れ
る
機
会

の
拡
充
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 

　
円
滑
な
学
校
間
連
携
や
接
続
を
実

現
す
る
た
め
に
、
相
互
参
観
や
教
職

員
・
子
ど
も
の
交
流
を
継
続
し
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
な

ど
、
発
達
段
階
や
学
び
の
連
続
性
を

踏
ま
え
た
活
動
の
充
実
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
小
中
学
校
９
年
間
を
見
通

し
た
学
習
指
導
や
生
徒
指
導
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
『
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
問

題
未
然
防
止
事
業
』
を
推
進
し
、
成

果
を
市
内
小
中
学
校
に
還
元
し
ま
す
。

5

教
員
の
指
導
力
の
向
上

確
か
な
学
力
の
向
上

学
校
図
書
館

英
語
教
育

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

学
び
の
充
実

重要施策３
新しい時代に向けて、活気に満ちた魅力あるまちづくり

　新しい生活様式に沿ったワー
ケーションなどの新たな旅行スタ
イルに対応した滞在型の受入体制
を整え、基幹産業である観光業や、
商業等の振興を図ることが必要で
あります。
　また、市民と事業者と行政をつ
なぎ、活気に満ちたまちづくりの
担い手となる若者や外部人材の活
用が重要と考えております。

　（仮称）登別市情報発信拠点施設『ヌプル』について、令和
４年度中の開設を目指しているところであり、観光やアイヌ
文化等の情報発信のほか、地域交流により、にぎわい創出が
図られるよう準備を進めてまいります。

観光地としての
新たな魅力づくり

アイヌ文化の振興など

　ふるさと納税制度を用いた魅力の発信と地域産業の活性化
に努めるほか、市内における創業を促進し、市内経済の活性
化に取り組んでまいります。
　また、関係人口の創出を促進し、活力あるまちづくりを進
めるため、テレワーク等を導入する企業のサテライトオフィ
ス進出の促進に取り組んでまいります。

経済活性化、関係人口の創出

重要施策 3

新しい時代に向けて、活気に満ちた魅力あるまちづくり

ギ
　
　
　ガ

幼
保
小
中
連
携



令和４年度の教育にかかる主な予算

　
児
童
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
授
業
を

通
し
て
、
誰
も
が
自
己
の
成
長
を
実

感
し
、
達
成
感
が
も
て
る
よ
う
、
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
登
別

の
歴
史
・
文
化
・
自
然
に
誇
り
を
も

て
る
よ
う
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た

体
験
活
動
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
事
例
研
修
や
情
報
交
流
を
通
し
て
、

問
題
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
・
早

期
対
応
に
努
め
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
拡
充
や
各
種
相

談
体
制
の
充
実
、
さ
ら
に
は
適
応
指

導
教
室
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
個
に

応
じ
た
指
導
が
適
切
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　『
鬼
っ
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
の
開
催

や
『
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
』
へ
の
参

画
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
が
い
じ
め

問
題
を
主
体
的
に
考
え
る
機
会
を
設

け
る
な
ど
、
引
き
続
き
『
み
ん
な
が

通
い
た
く
な
る
学
校
づ
く
り
』
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
派
遣
な
ど
を

通
し
て
、
学
校
に
お
け
る
体
育
指
導

の
充
実
や
運
動
の
習
慣
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
で
の
規
則
正
し
い
生

活
習
慣
の
定
着
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
相
談
の
充
実
や
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
、
特
別
な
支
援
や
合

理
的
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
生

徒
が
幼
児
期
か
ら
一
貫
し
た
支
援
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
体
制
の
整
備
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
避
難
訓
練
や
一
日
防
災
教
室
な
ど

を
通
し
て
、
災
害
な
ど
が
発
生
し
た

場
合
に
児
童
生
徒
自
ら
が
適
切
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
市
が
作
成
し
た
基
本
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
に
基
づ
き
、
感
染
症
の
拡

大
防
止
と
円
滑
な
教
育
活
動
の
両
立

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　『
登
別
市
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・

適
正
配
置
の
指
針
〜
将
来
に
お
け
る

小
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

〜
』
に
基
づ
き
、
幌
別
東
小
学
校
は
、

令
和
７
年
４
月
に
、
幌
別
小
学
校
と

統
合
を
行
う
方
向
で
具
体
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
一
人
一
人
が
生
き
が
い
を
持

ち
、
自
分
ら
し
さ
を
追
い
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現

に
向
け
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
将
来
に
お
い
て
も
、
市
民
が
郷
土

へ
の
愛
着
と
関
心
を
深
め
な
が
ら
心

豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
郷
土
資
料
館
に
お
い
て
本

市
の
あ
ゆ
み
を
形
づ
く
る
歴
史
資
料

の
保
存
・
展
示
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
知
里
幸
恵
の
没
後
100
年
を
迎
え
る

こ
と
を
機
に
、
知
里
幸
恵
の
生
涯
を

描
い
た
一
人
芝
居
の
鑑
賞
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、（
仮
称
）
登
別
市

情
報
発
信
拠
点
施
設
『
ヌ
プ
ル
』
を

会
場
に
、
知
里
家
に
関
連
す
る
資
料

の
展
示
を
企
画
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
知
里
森
舎

が
取
り
組
む
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
各

種
事
業
を
支
援
す
る
な
ど
、
登
別
に

縁
の
あ
る
ア
イ
ヌ
文
化
へ
の
関
心
が

高
ま
る
よ
う
、
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
休
日
部
活
動
の
段
階
的
な
地
域
移

行
に
関
す
る
実
践
研
究
を
推
進
し
、

市
の
実
情
に
沿
っ
た
望
ま
し
い
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
構
築
を
目
指
し
て
い

く
ほ
か
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
触

れ
合
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
を
体
験
す
る
『
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
』
を
開
催

し
ま
す
。

　
家
庭
教
育
学
級
を
開
設
し
、
学
習

機
会
の
充
実
や
、
保
護
者
同
士
の
交

流
、
親
子
の
時
間
の
確
保
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
街
頭
指
導
や
巡
回
指
導
な
ど
に
取

り
組
み
、
子
ど
も
の
非
行
防
止
と
登

下
校
時
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
不
審
者
情
報
を
地
域
と
共

有
し
、
監
視
と
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
す
る
ほ
か
、
子
ど
も
が
不
審
者

と
遭
遇
し
た
場
合
に
備
え
る
『
駆
け

込
み
訓
練
』
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
衛
生
管
理
の
徹
底
を
図
り
、
安
全

で
安
心
な
給
食
を
提
供
し
ま
す
。
郷

土
を
実
感
で
き
る
食
材
を
取
り
入
れ
、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
が
深
ま
る
献
立

の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
協
働

に
よ
り
、
郷
土
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
電
子
図
書
館

の
利
用
の
促
進
に
努
め
る
な
ど
、
市

民
一
人
一
人
が
自
己
実
現
に
向
け
て
、

豊
か
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
図
書
館
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
は
、
市
長
部
局
と
の

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

社
会
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を

踏
ま
え
、
市
民
誰
も
が
多
様
な
学
び

を
実
践
で
き
る
よ
う
、
包
摂
的
か
つ

公
正
な
質
の
高
い
教
育
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

●いじめ・不登校等対策経費    　 11 万円
●教育指導研究奨励等経費      　266 万円
●英検チャレンジ事業費  　　　　62 万円
●アイヌ文化振興経費  　　　　 117 万円
●生涯スポーツ振興及びスポーツ関連団体
　の育成経費  　　　　　　　　　31 万円
●図書館運営管理経費     　    1,063 万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　 など　

豊
か
な
心
の
育
成

い
じ
め
・
不
登
校
対
策

健
康
・
体
力
づ
く
り

特
別
支
援
教
育

社
会
教
育

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

ふ
る
さ
と
教
育

家
庭
教
育

図
書
館

青
少
年
の
健
全
育
成

学
校
給
食

ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興

学
校
の
適
正
配
置

安
全
対
策
・
安
全
指
導

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

ち  

り 

ゆ
き 

え

ち  
り 
し
ん
し
ゃ

ソ
　
　ン
　　ポ

62022.４月号令和４年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要令和４年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要2022.４月号

　
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

は
225
億
７
千
200
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
児
童
福
祉
や
障
が
い
者
福
祉
関
係
の

給
付
費
（
扶
助
費
）
が
１
億
円
、
こ
れ

ま
で
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ

る
施
設
を
整
備
す
る
た
め
に
、
国
や
銀

行
か
ら
借
り
た
お
金
を
返
済
す
る
た
め

の
公
債
費
が
３
千
万
円
減
少
し
た
一
方
、

（
仮
称
）
登
別
市
情
報
発
信
拠
点
施
設

『
ヌ
プ
ル
』
や
消
防
本
部
新
庁
舎
の
建
設

工
事
な
ど
、
公
共
施
設
等
の
建
設
や
道

路
の
整
備
な
ど
に
使
う
お
金
が
６
億
円
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
除
却
な
ど
に

使
う
物
件
費
が
４
億
１
千
万
円
増
加
す

る
な
ど
、
前
年
度
に
比
べ
、
８
億
４
千

万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
の
支
出
、
収
入
を
そ
れ

ぞ
れ
見
積
も
っ
た
と
こ
ろ
、
共
に
225
億

７
千
200
万
円
と
な
り
、
令
和
３
年
度
に

引
き
続
き
、
財
政
調
整
用
基
金
か
ら
の

取
り
崩
し
を
行
わ
な
い
均
衡
予
算
と
な

り
ま
し
た
。

　
市
役
所
本
庁
舎
や
消
防
本
部
新
庁
舎

建
設
な
ど
、
今
後
も
控
え
て
い
る
大
型

事
業
に
備
え
る
べ
く
、
市
の
財
政
も
一

定
の
蓄
え
が
必
要
で
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
基
金
残
高
を
確
保
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
的
な
財
政
運
営
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
引
き
続
き
、
収
入
の
増
加
や

支
出
の
節
約
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

7

令和４年度当初予算の概要

　令和４年度は、前年度当初予算と比較して市
税の大幅な増を見込んだほか、（仮称）登別市情
報発信拠点施設『ヌプル』に係る整備や消防車
両の更新を予定しているため、建設事業等を行
う際に借り入れる市債が増加しました。

　医療や福祉に使う『民生費』が支出の約 35.８
㌫を占めています。
　借金を返済するための『公債費』は前年度から
少し減少し、約 10.４㌫となっています。総務費
は市役所本庁舎建設事業費の増などにより大きく
増加しています。
　『土木費』は、千代の台団地の建替事業費の減
などにより大きく減少しています。

一般会計 昨
年
度
に
引
き
続
き
、

　   

財
源
不
足
は
生
じ
ず

福祉や教育、公共施設の整備など、市の基本的な事業を行うための予算

特別会計
国民健康保険や介護保険など、使途が決まった収入（保
険料や使用料など）で特定の事業を行うための予算 公営企業会計

民間企業と同様に、独立採算を原則として行っている
事業にかかる予算

会計名

国民健康保険

学校給食事業

介護保険

カルルス温泉スキー場事業

後期高齢者医療

計

51億8,060万円

３億3,920万円

37億4,200万円

１億 770万円

８億9,110万円

102億6,060万円

予算額 前年比

１億2,640万円

▲2,750万円

▲３億 930万円

320万円

3,160万円

▲１億7,560万円

会計名

水道事業

下水道事業

簡易水道事業

計

予算額 前年比

34 億 4,190 万円

34億 410 万円

9,370 万円

69億 3,970 万円

5億 7,890 万円

1億 5,330 万円

4,250 万円

７億 7,470 万円

歳出
225.7億円
（＋８.４億円）
（　）は対前年度

増減額

総務費
19.３億円

（＋２.８億円）

８.６％

民生費
80.８億円

（－１.５億円）

35.８％

土木費
23.５億円

（－３.０億円）

10.４％

教育費
９.０億円

（＋０.２億円）

４.０％

公債費
23.５億円

（－０.３億円）

10.４％

給与費
35.２億円

（＋０.２億円）

15.６％

その他
34.４億円

（＋10.１億円）

15.２％
歳入

225.7億円
（＋８.４億円）
（　）は対前年度

増減額

その他
42.２億円

（＋１.２億円）

18.７％

市税
53.０億円

（＋６.０億円）

23.５％
市債

20.３億円
（＋０.８億円）

９.０％

国・道支出金
51.１億円

（－０.６億円）

22.６％

地方交付税
59.１億円

（＋１.０億円）

26.２％



令和４年度の教育にかかる主な予算

　
児
童
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
授
業
を

通
し
て
、
誰
も
が
自
己
の
成
長
を
実

感
し
、
達
成
感
が
も
て
る
よ
う
、
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
登
別

の
歴
史
・
文
化
・
自
然
に
誇
り
を
も

て
る
よ
う
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た

体
験
活
動
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
事
例
研
修
や
情
報
交
流
を
通
し
て
、

問
題
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
・
早

期
対
応
に
努
め
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
拡
充
や
各
種
相

談
体
制
の
充
実
、
さ
ら
に
は
適
応
指

導
教
室
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
個
に

応
じ
た
指
導
が
適
切
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　『
鬼
っ
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
の
開
催

や
『
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
』
へ
の
参

画
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
が
い
じ
め

問
題
を
主
体
的
に
考
え
る
機
会
を
設

け
る
な
ど
、
引
き
続
き
『
み
ん
な
が

通
い
た
く
な
る
学
校
づ
く
り
』
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
派
遣
な
ど
を

通
し
て
、
学
校
に
お
け
る
体
育
指
導

の
充
実
や
運
動
の
習
慣
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
で
の
規
則
正
し
い
生

活
習
慣
の
定
着
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
相
談
の
充
実
や
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
、
特
別
な
支
援
や
合

理
的
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
生

徒
が
幼
児
期
か
ら
一
貫
し
た
支
援
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
体
制
の
整
備
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
避
難
訓
練
や
一
日
防
災
教
室
な
ど

を
通
し
て
、
災
害
な
ど
が
発
生
し
た

場
合
に
児
童
生
徒
自
ら
が
適
切
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
市
が
作
成
し
た
基
本
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
に
基
づ
き
、
感
染
症
の
拡

大
防
止
と
円
滑
な
教
育
活
動
の
両
立

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　『
登
別
市
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・

適
正
配
置
の
指
針
〜
将
来
に
お
け
る

小
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

〜
』
に
基
づ
き
、
幌
別
東
小
学
校
は
、

令
和
７
年
４
月
に
、
幌
別
小
学
校
と

統
合
を
行
う
方
向
で
具
体
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
一
人
一
人
が
生
き
が
い
を
持

ち
、
自
分
ら
し
さ
を
追
い
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現

に
向
け
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
将
来
に
お
い
て
も
、
市
民
が
郷
土

へ
の
愛
着
と
関
心
を
深
め
な
が
ら
心

豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
郷
土
資
料
館
に
お
い
て
本

市
の
あ
ゆ
み
を
形
づ
く
る
歴
史
資
料

の
保
存
・
展
示
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
知
里
幸
恵
の
没
後
100
年
を
迎
え
る

こ
と
を
機
に
、
知
里
幸
恵
の
生
涯
を

描
い
た
一
人
芝
居
の
鑑
賞
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、（
仮
称
）
登
別
市

情
報
発
信
拠
点
施
設
『
ヌ
プ
ル
』
を

会
場
に
、
知
里
家
に
関
連
す
る
資
料

の
展
示
を
企
画
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
知
里
森
舎

が
取
り
組
む
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
各

種
事
業
を
支
援
す
る
な
ど
、
登
別
に

縁
の
あ
る
ア
イ
ヌ
文
化
へ
の
関
心
が

高
ま
る
よ
う
、
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
休
日
部
活
動
の
段
階
的
な
地
域
移

行
に
関
す
る
実
践
研
究
を
推
進
し
、

市
の
実
情
に
沿
っ
た
望
ま
し
い
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
構
築
を
目
指
し
て
い

く
ほ
か
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
触

れ
合
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
を
体
験
す
る
『
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
』
を
開
催

し
ま
す
。

　
家
庭
教
育
学
級
を
開
設
し
、
学
習

機
会
の
充
実
や
、
保
護
者
同
士
の
交

流
、
親
子
の
時
間
の
確
保
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
街
頭
指
導
や
巡
回
指
導
な
ど
に
取

り
組
み
、
子
ど
も
の
非
行
防
止
と
登

下
校
時
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
不
審
者
情
報
を
地
域
と
共

有
し
、
監
視
と
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
す
る
ほ
か
、
子
ど
も
が
不
審
者

と
遭
遇
し
た
場
合
に
備
え
る
『
駆
け

込
み
訓
練
』
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
衛
生
管
理
の
徹
底
を
図
り
、
安
全

で
安
心
な
給
食
を
提
供
し
ま
す
。
郷

土
を
実
感
で
き
る
食
材
を
取
り
入
れ
、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
が
深
ま
る
献
立

の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
協
働

に
よ
り
、
郷
土
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
電
子
図
書
館

の
利
用
の
促
進
に
努
め
る
な
ど
、
市

民
一
人
一
人
が
自
己
実
現
に
向
け
て
、

豊
か
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
図
書
館
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
は
、
市
長
部
局
と
の

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

社
会
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を

踏
ま
え
、
市
民
誰
も
が
多
様
な
学
び

を
実
践
で
き
る
よ
う
、
包
摂
的
か
つ

公
正
な
質
の
高
い
教
育
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

●いじめ・不登校等対策経費    　 11 万円
●教育指導研究奨励等経費      　266 万円
●英検チャレンジ事業費  　　　　62 万円
●アイヌ文化振興経費  　　　　 117 万円
●生涯スポーツ振興及びスポーツ関連団体
　の育成経費  　　　　　　　　　31 万円
●図書館運営管理経費     　    1,063 万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　 など　

豊
か
な
心
の
育
成

い
じ
め
・
不
登
校
対
策

健
康
・
体
力
づ
く
り

特
別
支
援
教
育

社
会
教
育

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

ふ
る
さ
と
教
育

家
庭
教
育

図
書
館

青
少
年
の
健
全
育
成

学
校
給
食

ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興

学
校
の
適
正
配
置

安
全
対
策
・
安
全
指
導

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

ち  

り 

ゆ
き 

え

ち  

り 

し
ん
し
ゃ

ソ
　
　ン
　　ポ

62022.４月号令和４年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要令和４年度　市政執行方針・教育行政執行方針・当初予算の概要2022.４月号

　
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

は
225
億
７
千
200
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
児
童
福
祉
や
障
が
い
者
福
祉
関
係
の

給
付
費
（
扶
助
費
）
が
１
億
円
、
こ
れ

ま
で
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ

る
施
設
を
整
備
す
る
た
め
に
、
国
や
銀

行
か
ら
借
り
た
お
金
を
返
済
す
る
た
め

の
公
債
費
が
３
千
万
円
減
少
し
た
一
方
、

（
仮
称
）
登
別
市
情
報
発
信
拠
点
施
設

『
ヌ
プ
ル
』
や
消
防
本
部
新
庁
舎
の
建
設

工
事
な
ど
、
公
共
施
設
等
の
建
設
や
道

路
の
整
備
な
ど
に
使
う
お
金
が
６
億
円
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
除
却
な
ど
に

使
う
物
件
費
が
４
億
１
千
万
円
増
加
す

る
な
ど
、
前
年
度
に
比
べ
、
８
億
４
千

万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
の
支
出
、
収
入
を
そ
れ

ぞ
れ
見
積
も
っ
た
と
こ
ろ
、
共
に
225
億

７
千
200
万
円
と
な
り
、
令
和
３
年
度
に

引
き
続
き
、
財
政
調
整
用
基
金
か
ら
の

取
り
崩
し
を
行
わ
な
い
均
衡
予
算
と
な

り
ま
し
た
。

　
市
役
所
本
庁
舎
や
消
防
本
部
新
庁
舎

建
設
な
ど
、
今
後
も
控
え
て
い
る
大
型

事
業
に
備
え
る
べ
く
、
市
の
財
政
も
一

定
の
蓄
え
が
必
要
で
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
基
金
残
高
を
確
保
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
的
な
財
政
運
営
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
引
き
続
き
、
収
入
の
増
加
や

支
出
の
節
約
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

7

令和４年度当初予算の概要

　令和４年度は、前年度当初予算と比較して市
税の大幅な増を見込んだほか、（仮称）登別市情
報発信拠点施設『ヌプル』に係る整備や消防車
両の更新を予定しているため、建設事業等を行
う際に借り入れる市債が増加しました。

　医療や福祉に使う『民生費』が支出の約 35.８
㌫を占めています。
　借金を返済するための『公債費』は前年度から
少し減少し、約 10.４㌫となっています。総務費
は市役所本庁舎建設事業費の増などにより大きく
増加しています。
　『土木費』は、千代の台団地の建替事業費の減
などにより大きく減少しています。

一般会計 昨
年
度
に
引
き
続
き
、

　   

財
源
不
足
は
生
じ
ず

福祉や教育、公共施設の整備など、市の基本的な事業を行うための予算

特別会計
国民健康保険や介護保険など、使途が決まった収入（保
険料や使用料など）で特定の事業を行うための予算 公営企業会計

民間企業と同様に、独立採算を原則として行っている
事業にかかる予算

会計名

国民健康保険

学校給食事業

介護保険

カルルス温泉スキー場事業

後期高齢者医療

計

51億8,060万円

３億3,920万円

37億4,200万円

１億 770万円

８億9,110万円

102億6,060万円

予算額 前年比

１億2,640万円

▲2,750万円

▲３億 930万円

320万円

3,160万円

▲１億7,560万円

会計名

水道事業

下水道事業

簡易水道事業

計

予算額 前年比

34 億 4,190 万円

34億 410 万円

9,370 万円

69億 3,970 万円

5億 7,890 万円

1億 5,330 万円

4,250 万円

７億 7,470 万円

歳出
225.7億円
（＋８.４億円）
（　）は対前年度

増減額

総務費
19.３億円

（＋２.８億円）

８.６％

民生費
80.８億円

（－１.５億円）

35.８％

土木費
23.５億円

（－３.０億円）

10.４％

教育費
９.０億円

（＋０.２億円）

４.０％

公債費
23.５億円

（－０.３億円）

10.４％

給与費
35.２億円

（＋０.２億円）

15.６％

その他
34.４億円

（＋10.１億円）

15.２％
歳入

225.7億円
（＋８.４億円）
（　）は対前年度

増減額

その他
42.２億円

（＋１.２億円）

18.７％

市税
53.０億円

（＋６.０億円）

23.５％
市債

20.３億円
（＋０.８億円）

９.０％

国・道支出金
51.１億円

（－０.６億円）

22.６％

地方交付税
59.１億円

（＋１.０億円）

26.２％


